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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　特定の実施態様を本明細書において例示し説明したが、特許請求の範囲に記載の発明の
精神及び範囲から離れずに、様々な他の変更及び改良を行うことができる。さらに、特許
請求の範囲に記載の発明についての様々な特徴を明細書に記載したが、かかる特徴を組み
合わせて使用する必要はない。従って、特許請求の範囲は、特許請求の範囲に記載の発明
の範囲内に含まれるかかる変更及び改良の全てをカバーすることを意図する。
　本発明に関連する発明の実施態様の一部を以下に示す。
［態様１］
　多層フォトニック構造体を含む半透明反射器であって、前記多層フォトニック構造体が
、高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数のコーティング層
とを含み、前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低
屈折率誘電材料の複数のコーティング層が［ＬＨ・・・（ＬＨ）N・・・Ｌ］構造（ここ
で、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは高屈折率誘
電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数である）で配置されて
おり、前記多層フォトニック構造体は、電磁線の入射角範囲にわたって可視スペクトルの
電磁線の波長に対して実質的に一定の反射率値を有する、半透明反射器。
［態様２］
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、かつ、前記実質的に一定の反射率値の平均値
が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標準偏差の２倍の値との和以下である、上
記態様１に記載の半透明反射器。
［態様３］
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　前記目標反射率値が約５１％～約９５％である、上記態様２に記載の半透明反射器。
［態様４］
　実質的に一定の反射率値の標準偏差が反射率の約７％未満である、上記態様２又は３に
記載の半透明反射器。
［態様５］
　前記可視スペクトルが約４００ｎｍ～約９００ｎｍまたは約４００ｎｍ～約８００ｎｍ
であり、前記入射角範囲が約０°～約４５°である、上記態様１～４のいずれか一つに記
載の半透明反射器。
［態様６］
　前記低屈折率誘電材料の複数のコーティング層が約１．４～約１．６の低屈折率を示し
、前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層が約１．９～約２．３の高屈折率を示す
、上記態様１～５のいずれか一つに記載の半透明反射器。
［態様７］
　前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層が８～１２層の高屈折率誘電材料のコー
ティング層から成り、前記低屈折率誘電材料の複数のコーティング層が９～１３層の低屈
折率誘電材料のコーティング層からなる、上記態様１～６のいずれか一つに記載の半透明
反射器。
［態様８］
　前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層の各々と前記低屈折率誘電材料の複数の
コーティング層の各々が約０．０５ｎｍ～約５００ｎｍの層厚を有する、上記態様１～７
のいずれか一つに記載の半透明反射器。
［態様９］
　伝送信号を受信又は送信する通信システムと、
　多層フォトニック構造体を含む非金属の乗物コンポーネントと、
を含み、前記多層フォトニック構造体が、高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低
屈折率誘電材料の複数のコーティング層とを含み、前記多層フォトニック構造体の高屈折
率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数のコーティング層が［ＬＨ
・・・（ＬＨ）N・・・Ｌ］構造（ここで、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング
層のうちの１つであり、Ｈは高屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであ
り、Ｎは正の整数である）で配置されており、前記多層フォトニック構造体は、約０°～
約４５°の電磁線の入射角範囲にわたって可視スペクトルの電磁線の波長に対して実質的
に一定の反射率値を有し、前記多層フォトニック構造体は伝送信号に対して実質的に透明
である、乗物。
［態様１０］
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、
　実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標準偏
差の２倍の値との和以下であり、
　前記目標反射率値が約５１％～約９５％である、上記態様９に記載の乗物。
［態様１１］
　非金属の乗物コンポーネントがトリムピース、乗物エンブレム、グリル、フードオーナ
メント、ホイールカバー、バンパー、ベゼル、テールライト、反射器、ビデオモニターコ
ーティング、又はミラーである、上記態様９又は１０に記載の乗物。
［態様１２］
　伝送信号が、Ｋバンド伝送、Ｋａバンド伝送又はＶバンド伝送である、上記態様９～１
１のいずれか一つに記載の乗物。
［態様１３］
　交互に配置された高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数
のコーティング層とを含む多層フォトニック構造体を含み、
　前記多層フォトニック構造体は、約０°～約４５°の電磁線の入射角範囲にわたって約
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４００ｎｍ～約８００ｎｍの可視スペクトルの電磁線の波長に対して実質的に一定の反射
率値を示し、
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標
準偏差の２倍の値との和以下であり、
　前記実質的に一定の反射率値の標準偏差は反射率値の約３％未満であり、
　前記目標反射率値が約５１％～約９５％である、非金属の乗物コンポーネント。
［態様１４］
　前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘
電材料の複数のコーティング層が、［ＬＨ・・・（ＬＨ）N・・・Ｌ］構造（ここで、Ｌ
は低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは高屈折率誘電材料
の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数である）で配置されている、
上記態様１３に記載の非金属の乗物コンポーネント。
［態様１５］
　前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘
電材料の複数のコーティング層が、［ＨＬ・・・（ＨＬ）N・・・Ｈ］構造（ここで、Ｌ
は低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは高屈折率誘電材料
の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数である）で配置されている、
上記態様１３に記載の非金属の乗物コンポーネント。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層フォトニック構造体を含む半透明反射器であって、前記多層フォトニック構造体が
、高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数のコーティング層
とを含み、前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低
屈折率誘電材料の複数のコーティング層が全層数ｘを有する［ＬＨ・・・（ＬＨ）N・・
・Ｌ］構造（ここで、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり
、Ｈは高屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数であ
り、全層数ｘは約５～約９９であり、中間層（ＬＨ）はＮ回繰り返してＮ＝（ｘ－３）／
２になるような全層数をもたらす）で配置されており、前記多層フォトニック構造体は、
約４００ｎｍ～約９００ｎｍの電磁線の波長範囲で約０°～約４５°の入射角範囲にわた
って、実質的に一定の反射率値の標準偏差が反射率の約７％未満であることにより規定さ
れる、電磁線の入射角範囲にわたって可視スペクトルの電磁線の波長に対して実質的に一
定の反射率値を有する、半透明反射器。
【請求項２】
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、かつ、前記実質的に一定の反射率値の平均値
が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標準偏差の２倍の値との和以下である、請
求項１に記載の半透明反射器。
【請求項３】
　前記目標反射率値が約５１％～約９５％である、請求項２に記載の半透明反射器。
【請求項４】
　前記低屈折率誘電材料の複数のコーティング層が約１．４～約１．６の低屈折率を示す
、請求項１～３のいずれか一項に記載の半透明反射器。
【請求項５】
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　前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層が約１．９～約２．３の高屈折率を示す
、請求項１～４のいずれか一項に記載の半透明反射器。
【請求項６】
　前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層が８～１２層の高屈折率誘電材料のコー
ティング層から成り、前記低屈折率誘電材料の複数のコーティング層が９～１３層の低屈
折率誘電材料のコーティング層からなる、請求項１～５のいずれか一項に記載の半透明反
射器。
【請求項７】
　前記高屈折率誘電材料の複数のコーティング層の各々と前記低屈折率誘電材料の複数の
コーティング層の各々が約０．０５ｎｍ～約５００ｎｍの層厚を有する、請求項１～６の
いずれか一項に記載の半透明反射器。
【請求項８】
　伝送信号を受信又は送信する、乗物に結合された通信システムと、
　前記乗物に結合され、前記通信システムの伝送経路内に配置された非金属の乗物コンポ
ーネントと、
を含み、
　前記通信システムは、前記乗物と前記乗物の外部に存在する互換性のある通信装置との
間で情報を交換するための伝送信号を利用し、
　前記非金属の乗物コンポーネントは多層フォトニック構造体を含み、前記多層フォトニ
ック構造体が、高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数のコ
ーティング層とを含み、
　前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘
電材料の複数のコーティング層が全層数ｘを有する［ＬＨ・・・（ＬＨ）N・・・Ｌ］構
造（ここで、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは高
屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数であり、全層
数ｘは約５～約９９であり、中間層（ＬＨ）はＮ回繰り返してＮ＝（ｘ－３）／２になる
ような全層数をもたらす）で配置されており、前記多層フォトニック構造体は、約４００
ｎｍ～約９００ｎｍの電磁線の波長範囲で約０°～約４５°の入射角範囲にわたって、実
質的に一定の反射率値の標準偏差が反射率の約７％未満であることにより規定される、電
磁線の入射角範囲にわたって可視スペクトルの電磁線の波長に対して実質的に一定の反射
率値を有し、前記多層フォトニック構造体は前記伝送信号に対して実質的に透明である、
前記乗物。
【請求項９】
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、
　実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標準偏
差の２倍の値との和以下であり、
　前記目標反射率値が約５１％～約９５％である、請求項８に記載の乗物。
【請求項１０】
　前記非金属の乗物コンポーネントがトリムピース、乗物エンブレム、グリル、フードオ
ーナメント、ホイールカバー、バンパー、ベゼル、テールライト、反射器、ビデオモニタ
ーコーティング、又はミラーである、請求項８又は９に記載の乗物。
【請求項１１】
　前記伝送信号が、Ｋバンド伝送、Ｋａバンド伝送又はＶバンド伝送である、請求項８～
１０のいずれか一項に記載の乗物。
【請求項１２】
　交互に配置された高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘電材料の複数
のコーティング層とを含む多層フォトニック構造体を含み、
　前記多層フォトニック構造体は、約４００ｎｍ～約９００ｎｍの電磁線の波長範囲で約
０°～約４５°の電磁線の入射角範囲にわたって、実質的に一定の反射率値の標準偏差が
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反射率の約７％未満であることにより規定される、可視スペクトルの電磁線の波長に対し
て実質的に一定の反射率値を示し、
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値から実質的に一定の反射率値の
標準偏差の２倍の値を引いた差以上であり、
　前記実質的に一定の反射率値の平均値が、目標反射率値と実質的に一定の反射率値の標
準偏差の２倍の値との和以下であり、
　前記目標反射率値が約５１％～約９５％であり、
　コーティング層の合計数が約５～約９９である、非金属の乗物コンポーネント。
【請求項１３】
　前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘
電材料の複数のコーティング層が、全層数ｘを有する［ＬＨ・・・（ＬＨ）N・・・Ｌ］
構造（ここで、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは
高屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数であり、中
間層（ＬＨ）はＮ回繰り返してＮ＝（ｘ－３）／２になるような全層数をもたらす）で配
置されている、請求項１２に記載の非金属の乗物コンポーネント。
【請求項１４】
　前記多層フォトニック構造体の高屈折率誘電材料の複数のコーティング層と低屈折率誘
電材料の複数のコーティング層が、全層数ｘを有する［ＨＬ・・・（ＨＬ）N・・・Ｈ］
構造（ここで、Ｌは低屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｈは
高屈折率誘電材料の複数のコーティング層のうちの１つであり、Ｎは正の整数であり、中
間層（ＨＬ）はＮ回繰り返してＮ＝（ｘ－３）／２になるような全層数をもたらす）で配
置されている、請求項１２に記載の非金属の乗物コンポーネント。
【請求項１５】
　前記全層数ｘが約５～約９９である、請求項８～１１のいずれか一項に記載の乗物。
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